











































































本部の権逸団長は 1965年 11月 12日の声明文で，韓日会談の妥結を心から支持・歓迎すると述べ，妥
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府下でも 5市 1町，合計 17市 4町に，146世帯 352人が宿願果たす」（1970年 10月 3日），「朝鮮国籍
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た。ようやく再入国許可が出たのは 1965年 12月 12日で，高齢者 3人が 12月 30日に初めて祖国往来
を果たす。ただ，一人が病気で中止したため，実際に共和国に行ったのは 2人だけである。つづいて

































































































































































































































































































































ることができた。私が京大にいたとき，同期の在日学生は 9人いた。法学部 1人，経済学部 2人，工学








































































































































































































































































（ 5）金達寿「韓国言論人の暗い谷間　―　朴政権に殺された趙鏞寿の生涯」（『新週刊』1962年 5月 16日号）。
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（ 6）康成銀『一九〇五年韓国保護条約と植民地支配責任　―　歴史学と国際法学との対話』創史社，2005年。
（ 7）『韓青 50年史』韓青 50周年記念学習資料，2010年 2月。
（ 8）이성「한일회담으로 보는 박정희정권의 재일동포정책　―　귀화와 영주권을 중심으로」（『사림』제 33권，
수선사학회，2009년）。
（ 9）김태기「한국정부와 민단의 협력과 갈등관계」（『아시아태평양지역연구』제 3권 1호，전남대학교아시아
태평양지역연구회，2000년）。
（10）宮田浩人編著『65万人　―　在日朝鮮人』すずさわ書店，1977年。




























（37）강재언「나의 학문 나의 인생」（『역사비평』통권 58호，2002년 봄）。
（38）池明観「境界線を超える旅（6）」（『世界』2005年 1月号）。
（39）苅部直『物語　岩波書店百年史 3』岩波書店，2013年。
（40）『在日コリアン辞典』明石書店，2010年。
（41）注（17）に同じ。
（42）鄭在俊『金大中救出運動小史』現代人文社，2006年。
（43）注（21）に同じ。
（44）朴君を囲む会編『民族差別　日立就職差別糾弾』亜紀書房，1974年。
（45）朴鐘碩他『日本における多文化共生とは何か　―　在日の経験から』新曜社，2008年。
（46）金宥良「在日青年の教会批判　―　1970年前後の在日大韓基督教会における「民族主体性」の問題をめぐっ
て」（『基督教研究』75-2，基督教研究会，2013年 12月）。
（47）山村政明『山村政明遺稿集　いのち燃えつきるとも』大和書房，1971年。
（48）徐京植『詩の力　―　「東アジア」近代史の中で』高文研，2014年，所収。
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（49）板垣竜太他編著『東アジアの記憶の場』河出書房新社，2011年。
（50）金敬得『在日コリアンのアイデンティティと法的地位』明石書店，1995年。
（51）『弁護士・金敬得追悼集』新幹社，2007年。
（52）注（ 2）に同じ。
（53）萩原遼『北朝鮮に消えた友と私の物語』文芸春秋，1998年。
（54）朴慶植『解放後在日朝鮮人運動史』三一書房，1989年。
